










































半島で、南北約 30km、東西 5 ～ 10km である。半島南端部は標高 100m 前後の急斜面が


















































































































































　FT 年代測定の手順は、檀原（1995、1999）および Danhara et al.（2003）に準拠し、採取
した火山灰試料（0.75kg）を水洗・磁性分離・比重分離などして、600 個のジルコン結晶を
抽出した。抽出されたジルコン結晶は、色調、形態、自発 FT 密度から、明瞭に 3 グルー
図 3　武豊層の層序
図 4　年代測定試料の採取地点（Ta-7）






































んでいる。これらの海成層は、大阪層群の Ma3 ～ Ma6（6）のいずれかの層準（7）に対比され、




図 5　年代測定試料採取地点の柱状図（Ta-7 ＆ 7’）
柱状図の上半部が Ta-7，下半部が Ta-7’
(1) (2) (5) (6)
ρd N d
Ta-7 Zr ED2 30 1.8 ×10 4 11 6.91 ×10 5 419 7.981 4086 －0.031 11 80 0.73 ± 0.22
（1） 測定鉱物　Zr：ジルコン （6） Pr (χ2) ： χ2値の自由度(n-1)のχ2分布における上側確率　（Galbraith, 1981）
（2） 測定方法 ： 外部ディテクター法 (外部面：ED2) （7） 年代値 ：  T = (1/λD)・ｌｎ[1+λD・ζ・(ρs/ρi)・ρd]　(ED1はρs×1/2)
（3） 熱中性子線量ガラス ： NIST-SRM612 （8） 誤差 ： σT = T×[1/∑Ns+1/∑Ni+1/∑Nd+(σζ/ζ)2]1/2
（4） 照射場所 ： 日本原子力研究所 JRR-4号炉 気送管 （9） 238Uの全壊変定数 ： λD = 1.55125×10-10 yr-1


































Ma10、Ma11 に、それぞれ対比された（須貝ほか、1999；Sugai et al., 2016）。これらの海
成粘土層の年代は、Ma9 が約 40 万年前、Ma10 は約 30 万年前、そして Ma11 が約 20 万
年前である（吉川、2012）。この結果に従えば、海部累層の Am1・Am2 に対比された武豊
層は、40 ～ 20 万年前をはさむ年代になる。これは、武豊層の固結度などから見て必ずし
も不当な年代ではなく、筆頭著者は、70 ～ 50 万年前ほどの年代という判断をしていた（牧
野内、2019）。
5.2　年代値の評価






の海成粘土層（武豊層下部）は Quercus 優勢、上位のそれ（武豊層上部）は Fagus 優勢で、
Fagus と Quercus の含有率に逆転が見られる（吉野、1986）。
　また小松原（2020）は、上部礫層中の砂質シルト層（H1-3）から多量の花粉化石を得て、
その組成を報告している。それによると、Clathra（リョウブ属）が極めて優勢とのことで
ある。ほかには Quercus、Alnus を含み、Fagus が少ない傾向が読み取れる。これは優勢
な属に相違があるものの、吉野（1986）が見出した傾向と著しく異なってはいない。上述
の Fagus、Quercus の含有率で言えば、Quercus 優勢の武豊層下部の組成に近い。
　大阪層群や中部～関東の相当層で上記①～③の特徴を有す層準を、田井（1966）、那須
（1970）、本郷（2009）、楡井・本郷（2018）などと対照すると、総合的に判断して、Ma3 ～
Ma5 がそれにあたる。このことから、花粉組成に基づけば、武豊層は Ma3 ～ 5 あたりの
層準に対比される。吉野（1986）の結論も、間接的ではあるがこのあたりの層準である。
Ma3、4、5 は MIS 21、19、17（4）に、それぞれ対比され、その年代は 90 ～ 70 万年前と推
定されている（吉川、2012）。この対比およびその年代は得られた年代値とほぼ合致して


































Ⅱ（Ma5 の約 3m 下位）、今熊Ⅰ（Ma5 の約 5m 下位）などがある。これらの中
でジルコン含有が最も多いのは栂の約 7％で、ほかの火山灰層は 0 ～ 3％である。これら
の点から、ジルコン含有が多いという点を重く見て、Ta-7 火山灰層は栂火山灰層に対比
















本稿の Ta-7 火山灰層が最初の報告となる。また、直上の Ma6 が MIS 15 に当たるとすれば、
その年代は 62 ～ 61 万年前であり（町田・新井、2003）、Ta-7 火山灰層の年代値と著しく
異なってはいない。
6.3　濃尾平野地下の地層との対比















フラ（ATa-Th ＝ 24 万年前；町田・新井、2003）の降灰層準がはさまれている（牧野内ほ
か、1993；牧野内、1995）。海部累層の Am3 にも ATa-Th に対比される AJ147 火山灰層（古
澤、1990）がはさまれており、Am3 と LMC は対比できる。したがって、知多には Am1・
Am2 に対比される層準が無いので、濃尾平野でこの層準が堆積している時期（40 ～ 30 万
年前、図 6）には、すでに隆起・陸化していたことになる。つまり、丘陵に成長する知多
半島と伊勢湾・濃尾平野とは、すでに分けられていたといえる。その後、開析されてでき
































阿部ほか、2019a）のうち、碧海層より下位の層準に当たる深さ 48.6 ～ 66.6m に、海生～











頂部を造る “ クサリ礫層 ” である。その年代については明確でなかったが、最上部にはさ
まれる Ta-7 火山灰層の FT 年代測定によって、0.73 ± 0.22Ma という値が得られた。この
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期には偶数の MIS 番号が付けられており、MIS 5 は温暖な間氷期（13 ～ 7 万年前）、5.2




（6）大阪層群と Ma：大阪湾周辺の丘陵を造る地層が大阪層群である。大阪層群には 10 数
枚の海成粘土層がはさまれており、下位から順に番号が振られている。海成粘土層は
Marine clay とよばれ、最初の二文字（Ma）を略号として用い、Ma3 は下位から 3 番目、















帯磁の時代がブリュンヌ正磁極期、それ以前は松山逆磁極期（77 ～ 258 万年前）とよば
れる。なお、77 ～ 13 万年前の時代は、地球の歴史の中で「チバニアン（千葉時代）」と
よぶことが、国際的に取り決められた（2020 年 1 月）。「チバ」は千葉県（市原市）に由来
する。
